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(54)【発明の名称】 電子内視鏡の照明装置

(57)【要約】
【課題】  ライトガイドの構成を単純化し、ビデオスコ
ープの製造工程を簡単にする。
【解決手段】  ビデオプロセッサ４０内に第１および第
２のＬＥＤ光源５１、５２を設ける。ビデオスコープ１
０内に第１および第２のライトガイド２１、２２を設け
る。第１および第２のライトガイド２１、２２の基端部
は、第１および第２のＬＥＤ光源５１、５２に対向す
る。第１および第２のＬＥＤ光源５１、５２から出射さ
れた照明光を、第１および第２のライトガイド２１、２
２を介してビデオスコープ１０の先端に導く。観察部位
からの反射光をビデオスコープ１０の先端に設けた撮像
センサ２４によって受光する。受光センサ２４を介して
得た光量データに基づいて、第１および第２のＬＥＤ光
源５１、５２の発光量を相互に独立に制御する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ビデオプロセッサ内に設けられた第１お
よび第２のＬＥＤ光源と、
前記ビデオプロセッサに接続されるビデオスコープと、
前記ビデオスコープ内に設けられ、前記第１および第２
のＬＥＤ光源から出射された照明光をそれぞれビデオス
コープの先端まで導く第１および第２のライトガイドと
を備えることを特徴とする電子内視鏡の照明装置。
【請求項２】  前記第１および第２のＬＥＤ光源の発光
量を相互に独立に制御する光量制御手段を備えることを
特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】  前記第１および第２のライトガイドのう
ちの一方が観察部位の主に中心付近を、他方が観察部位
の主に周辺部をそれぞれ照明するとともに、前記光量制
御手段が、前記第１および第２のライトガイドから照射
された照明光の観察部位からの反射光を検出し、前記反
射光の光量に応じて前記第１および第２のＬＥＤランプ
の発光量を制御することを特徴とする請求項２に記載の
照明装置。
【請求項４】  前記光量制御手段が、前記照明光の反射
光を受光する検出面を有する受光センサを備え、前記受
光センサは観察部位の中心付近と周辺部における受光量
に応じた信号を出力することを特徴とする請求項３に記
載の照明装置。
【請求項５】  前記第１のライトガイドの配光角が前記
第２のライトガイドの配光角よりも大きいことを特徴と
する請求項１に記載の照明装置。
【請求項６】  ビデオプロセッサ内に設けられた第１お
よび第２のＬＥＤ光源と、
前記ビデオプロセッサに接続されるビデオスコープと、
前記ビデオスコープ内に設けられ、前記第１および第２
のＬＥＤ光源から出射された照明光をそれぞれビデオス
コープの先端まで導く第１および第２のライトガイド
と、
前記第１および第２のＬＥＤ光源の発光量を相互に独立
に、かつ自動的に調整する光量制御手段とを備えること
を特徴とする電子内視鏡の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡に設け
られ、生体内の観察部位に対して照明光を照射するため
の照明装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡は通常、生体内に挿入される
可撓管を備えたビデオスコープ（電子スコープ）と、ビ
デオスコープから伝送されてきた映像信号を処理してモ
ニタ装置に出力するビデオプロセッサとを備えている。
ビデオプロセッサ内には生体内へ照明光を照射するため
の単一ランプによる照明用光源部が設けられ、照明光は
ビデオスコープ内に設けられたライトガイドを介してビ
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デオスコープの先端まで導かれる。ライトガイドは、ビ
デオプロセッサ側の基部では単一の光ファイバー束であ
るが、ビデオスコープの先端側において２つの光ファイ
バー束に分岐している。ライトガイドの先端部には、観
察部位の中心から周辺部までを照明するために配光角を
大きくする配光レンズが設けられている。
【０００３】ビデオスコープの先端には、観察部位から
の反射光を検出する受光センサが設けられている。受光
センサの出力信号はビデオプロセッサに伝送される。ビ
デオプロセッサでは、この出力信号に基づいて光源部の
照明光の光量制御が行われ、観察部位に対する照明光量
が適切になるように調整される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】照明用光源部は光源ラ
ンプとして、例えば単一のハロゲンランプを有してい
る。したがって、上述したようにライトガイドはビデオ
プロセッサ側では単一の光ファイバー束として構成され
ており、先端側において、２つに分岐している。しか
し、ライトガイドを途中において２つに分岐させる構成
によると、ビデオスコープの製造工程が複雑になるとい
う問題が生じる。一方、光源ランプが単一である構成に
よると、光量制御は単純であるが、観察部位の周辺部と
中心付近における明るさの差を適切に調整することが困
難になるという問題がある。
【０００５】本発明の第１の目的は、ライトガイドの構
成を単純化し、ビデオスコープの製造工程を簡単にする
ことにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明に係る第１の電子
内視鏡の照明装置は、ビデオプロセッサ内に設けられた
第１および第２のＬＥＤ光源と、ビデオプロセッサに接
続されるビデオスコープと、ビデオスコープ内に設けら
れ、第１および第２のＬＥＤ光源から出射された照明光
をそれぞれビデオスコープの先端まで導く第１および第
２のライトガイドとを備えることを特徴としている。
【０００７】ビデオプロセッサは、第１および第２のＬ
ＥＤ光源の発光量を相互に独立に制御する光量制御手段
を備えることが好ましい。好ましくは、第１および第２
のライトガイドのうちの一方が観察部位の主に中心付近
を、他方が観察部位の主に周辺部を照明するとともに、
光量制御手段は、第１および第２のライトガイドから照
射された照明光の観察部位からの反射光を検出し、この
反射光の光量に応じて第１および第２のＬＥＤ光源の発
光量を制御する。これにより、観察部位の周辺部と中心
付近の照明光量を独立に制御することができ、周辺部と
中心付近の明るさの差を容易かつ適切に調整することが
できる。また好ましくは、光量制御手段は照明光の反射
光を受光する検出面を有する受光センサを備え、受光セ
ンサは観察部位の中心付近と周辺部における受光量に応
じた信号を出力する。
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【０００８】例えば、第１のライトガイドの配光角は第
２のライトガイドの配光角よりも大きい。すなわち、第
１のライトガイドによって観察部位の周辺部が照明さ
れ、第２のライトガイドによって観察部位の中心付近が
照明される。
【０００９】本発明の第２の目的は、観察部位の周辺部
と中心付近における明るさの差を適切に調整することで
ある。
【００１０】本発明に係る第２の電子内視鏡の光源装置
は、ビデオプロセッサ内に設けられた第１および第２の
ＬＥＤ光源と、ビデオプロセッサに接続されるビデオス
コープと、ビデオスコープ内に設けられ、第１および第
２のＬＥＤ光源から出射された照明光をそれぞれビデオ
スコープの先端まで導く第１および第２のライトガイド
と、第１および第２のＬＥＤ光源の発光量を相互に独立
に、かつ自動的に調整する光量制御手段とを備えること
を特徴としている。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態を図面を
参照して説明する。図１は電子内視鏡の外観を概略的に
示し、図２は電子内視鏡の内部の構成を概略的に示して
いる。
【００１２】電子内視鏡はビデオスコープ１０とビデオ
プロセッサ４０とモニタ装置６０を備えている。ビデオ
スコープ１０とモニタ装置６０はビデオプロセッサ４０
に接続されている。ビデオスコープ１０は、生体内に挿
入される挿入管１１と、挿入管１１が接続される操作部
１２と、ビデオプロセッサ４０に接続される接続部１３
とを有し、操作部１２と接続部１３は連結管１４によっ
て連結されている。
【００１３】操作部１２には、観察部位の静止画の撮影
等を行うための種々のボタンが設けられている。接続部
１３には、電気コネクタ１５と第１および第２の光源差
込み管１６、１７設けられている。一方ビデオプロセッ
サ４０には、電源スイッチ４１と、自動調光のオンオフ
切換え動作あるいは撮影動作等を行うための種々のスイ
ッチを備えた操作パネル４２が設けられている。またビ
デオプロセッサ４０には、電気コネクタ１５が着脱可能
に連結されるコネクタ受け部４３と、第１および第２の
光源差込み管１６、１７が着脱可能に連結される差込み
管受け部４４とが設けられている。
【００１４】挿入管１１、操作部１２、連結管１４およ
び接続部１３内には、第１および第２のライトガイド２
１、２２がこれらを貫通して延びている。第１のライト
ガイド２１の先端部には、広範囲に、すなわち観察部位
の周辺部まで照明するために、配光レンズ２３が設けら
れている。第２のライトガイド２２の先端部には、配光
レンズは設けられておらず、観察部位の中心付近に照明
光が導かれるように構成されている。すなわち第１のラ
イトガイド２１の配光角は第２のライトガイド２２の配
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光角よりも大きい。なお第２のライトガイド２２の先端
部に平面ガラスが設けられてもよい。
【００１５】挿入管１１の先端部には、照明光の観察部
位による反射光を受光する、例えばＣＣＤから成る撮像
センサ（受光センサ）２４が配設され、撮像センサ２４
の前方には対物レンズ２５が設けられている。撮像セン
サ２４は、挿入管１１、操作部１２、連結管１４および
接続部１３内に設けられた信号線２６を介して電気コネ
クタ１５に電気的に接続されている。
【００１６】ビデオプロセッサ４０には、第１および第
２のＬＥＤ光源５１、５２が設けられている。第１およ
び第２のＬＥＤ光源５１、５２はＬＥＤ光源、すなわ
ち、それぞれ複数の発光ダイオード５３から構成される
光源である。一方、第１および第２のライトガイド２
１、２２の基端部は第１および第２の光源差込み管１
６、１７に挿入され、差込み管受け部４４に連結された
状態において、第１および第２のＬＥＤ光源５１、５２
に対向する。すなわち、第１および第２のＬＥＤ光源５
１、５２から出射された照明光は、第１および第２のラ
イトガイド２１、２２によってビデオスコープ１０の先
端まで導かれる。
【００１７】第１および第２のＬＥＤ光源５１、５２の
発光量はそれぞれ、第１および第２のＬＥＤドライバ５
４、５５によって調整され、これらのＬＥＤドライバ５
４、５５の動作はシステムコントロール回路５６によっ
て制御される。システムコントロール回路５６には入力
信号処理回路５７が接続され、入力信号処理回路５７は
コネクタ受け部４３に電気的に接続されている。したが
って、コネクタ受け部４３に電気コネクタ１５が連結さ
れた状態において、撮像センサ２４によって検出された
観察部位の画像信号は、信号線２６を介して入力信号処
理回路５７に入力される。
【００１８】入力信号処理回路５７では、入力された画
像信号が色信号と輝度信号に分離される。ＬＥＤ光源５
１、５２が点灯しており、かつ自動調光がオン状態に定
められているとき、輝度信号はシステムコントロール回
路５６に出力される。システムコントロール回路５６で
は、後述するように、輝度信号に基づいて制御信号が生
成され、ＬＥＤドライバ５４、５５に出力される。ＬＥ
Ｄドライバ５４、５５は制御信号に従って動作し、これ
により第１および第２のＬＥＤランプ５１、５２の発光
量が相互に独立に、かつ自動的に調整される。
【００１９】入力信号処理回路５７において分離された
色信号と輝度信号は、映像信号処理回路５８に転送され
る。映像信号処理回路５８では、色信号と輝度信号に対
して所定の処理が施され、モニタ装置６０に出力され
る。これによりモニタ装置６０では、観察部位の動画が
表示され、また操作部１２に設けられた画像静止ボタン
が押されたとき、静止画像が表示される。
【００２０】図３はビデオスコープ１０の挿入管１１の
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先端を示す正面図である。この図において、対物レンズ
２５の両側に第１および第２のライトガイド２１、２２
が配置され、第１のライトガイド２１の先端には配光レ
ンズ２３が設けられている。また挿入管１１の先端に
は、生体内の液体や空気を吸引し、あるいは生検用鉗子
を生体内に挿入するための吸引・鉗子チャンネル３１が
設けられている。
【００２１】図４は撮像センサ２４を対物レンズ２５側
から見た図、すなわち撮像センサ２４の受光面を示して
いる。受光面は矩形を呈し、受光面には多数のフォトダ
イオードが格子状に配列されている。受光面には観察部
位の画像が結像され、フォトダイオードによって、画像
信号が生成され、ビデオプロセッサ４０の入力信号処理
回路５７に転送される。前述のように、入力信号処理回
路５７において画像信号から生成された受光面全体の輝
度信号のうち、第１の受光領域３５において生成された
輝度信号は、観察部位の周辺部の受光量に対応してお
り、第２の受光領域３６において生成された輝度信号
は、観察部位の中心付近の受光量に対応している。この
ように、撮像センサ２４は後述の各ＬＥＤ光源の明るさ
制御のための受光センサをも兼ねている。
【００２２】図５は電子内視鏡の動作を制御するプログ
ラムのメインルーチンのフローチャートである。メイン
ルーチンはビデオプロセッサ４０の電源がオン状態であ
る間、システムコントロール回路５６において常時実行
され、ステップ１０２、１０３は例えば１msの周期で繰
り返し実行される。
【００２３】ステップ１０１では、初期設定が行われ
る。すなわち、ＬＥＤ光源５１、５２の発光量、絞りの
開度等の初期値が設定される。ステップ１０２では、図
６を参照して後述する光源関連処理ルーチンが実行さ
れ、ＬＥＤ光源５１、５２の発光量が制御される。ステ
ップ１０３では、電子内視鏡によって得られた映像デー
タの記録等を含め、種々の処理が行われる。
【００２４】図６は光源関連処理ルーチンのフローチャ
ートである。このルーチンは、撮像センサ２４の第１お
よび第２の受光領域３５、３６において生成された画像
信号に対して、別個に実行され、それぞれ例えば1/30se
cの周期で実行される。すなわち光源関連処理ルーチン
により、第１の受光領域３５の輝度信号に基づいて第１
のＬＥＤ光源５１の発光量が制御され、第２の受光領域
３６の輝度信号に基づいて第２のＬＥＤ光源５２の発光
量が制御される。
【００２５】ステップ２０１では、第１および第２のＬ
ＥＤ光源５１、５２のうち発光量の制御対象となってい
るＬＥＤ光源が点灯しているか否かが判定される。制御
対象のＬＥＤ光源が消灯しているとき、ステップ２０２
～２０６が実行されることなく、このルーチンは終了す
る。これに対し、制御対象のＬＥＤ光源が点灯している
とき、ステップ２０２が実行される。 *
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*【００２６】ステップ２０２では、入力信号処理回路５
７から入力された輝度信号がＡ／Ｄ変換され、光量デー
タＹが得られる。光量データは例えば８ビットで表さ
れ、すなわち１０進法で０～２５５の値をとる。ステッ
プ２０３では、許容値判断が行われ、光量データＹと基
準値Ｙrefの絶対値の差｜Ｙ－Ｙref｜が許容幅の中に入
っているか否かが判定される。基準値Ｙrefは例えば１
２８であり、受光センサ２４によって検出される画像信
号が飽和しない範囲でできるだけ大きい値に定めること
がＳ／Ｎ比の点で好ましい。また基準値Ｙrefは第１お
よび第２のＬＥＤ光源５１、５２に対する制御において
同じ値でもよく、また相互に異なっていてもよい。一方
制御幅の値は例えば４であるが、目的に応じて変更可能
である。
【００２７】ステップ２０４では輝度制御判断が行わ
れ、光量データＹが基準値Ｙrefよりも大きいか否かが
判定される。光量データＹが基準値Ｙrefよりも大きい
とき、つまり観察部位からの反射光の光量が過大である
とき、ステップ２０５において、（Ｙ－Ｙref）値分だ
けＬＥＤ光源の各ＬＥＤに対する駆動電流の供給量が減
少せしめられる。これに対して、光量データＹが基準値
Ｙref以下であるとき、つまり観察部位からの反射光の
光量が過少であるとき、ステップ２０６において、（Ｙ
ref－Ｙ）値分だけＬＥＤ光源の各ＬＥＤに対する駆動
電流の供給量が増加せしめられる。ステップ２０５また
は２０６の実行により、このルーチンは終了する。
【００２８】以上のように本実施形態では、ビデオスコ
ープ１０内において第１および第２のライトガイド２
１、２２は並行して延び、途中で分岐するように構成さ
れていない。すなわちライトガイド２１、２２の構成が
単純になり、ひいてはビデオスコープ１０の製造工程が
簡単になる。
【００２９】また本実施形態では、第１および第２のＬ
ＥＤ光源５１、５２がライトガイド２１、２２に対応さ
せて設けられ、観察部位からの反射光に応じてＬＥＤ光
源５１、５２の発光量を相互に独立、かつ自動的に制御
している。したがって、観察部位の周辺部と中心付近に
おける明るさの差を所望の大きさに調整することがで
き、良好な観察像を得ることができる。
【００３０】
【発明の効果】以上のように本発明は、ライトガイドが
ビデオスコープ内において別々に延設される単純な構成
であるので、ビデオスコープの製造工程が簡単になると
いう効果を奏する。また本発明によれば、第１および第
２のＬＥＤ光源の発光量が独立かつ自動的に調整される
ので、観察部位の周辺部と中心付近における明るさの差
を適切に調整することできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を適用した電子内視鏡の外
観を概略的に示す図である。
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【図２】図１に示す電子内視鏡の内部の構成を概略的に
示すブロック図である。
【図３】ビデオスコープの挿入管の先端を示す正面図で
ある。
【図４】撮像センサの受光面を示す正面図である。
【図５】電子内視鏡の動作を制御するプログラムのメイ
ンルーチンのフローチャートである。
【図６】光源関連処理ルーチンのフローチャートであ *
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*る。
【符号の説明】
１０  ビデオスコープ
２１  第１のライトガイド
２２  第２のライトガイド
４０  ビデオプロセッサ
５１  第１のＬＥＤ光源
５２  第２のＬＥＤ光源

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】 【図５】
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